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メインフレームの時代 

▌大規模開発向けに、重厚長大なオールインワン型ＣＡＳＥを実現 

【生産性向上】 
既存ソースコードの流用 
雛形コードの横展開 
部品化 
マクロ化 
第四世代言語 
ノウハウＤＢ 

【保守性向上】 
標準化（開発方法論） 
ソース・仕様書一致管理 
用語辞書 
版管理・構成管理 
関係管理 

ｾﾝﾄﾗﾙﾘﾎﾟｼﾞﾄﾘ 

資産の管理 
・用語辞書 
・共通資産   
・仕様 
IDLⅡｸﾛｽｺﾝﾊﾟｲ
ﾗ 
ﾄﾞｷｭﾒﾝﾀ 

ＡＣＯＳ 

用語定義 
目次定義 
画面,帳票定義 
共通ｴﾘｱ定義 
ﾌｧｲﾙ/ﾚｺｰﾄﾞ定義 
表定義 
部品,ﾊﾟﾀｰﾝ定義 
ﾓｼﾞｭｰﾙ定義 
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ定義 
ﾄﾞｷｭﾒﾝﾀ 
 

ﾛｰｶﾙﾘﾎﾟｼﾞﾄﾘ 

資産の管理 
・用語辞書 
・共通資産   
・仕様 
仕様生成 
IDLⅡｺﾝﾊﾟｲﾗ 
ﾃｽﾄ支援 

資産ﾃﾞﾘﾊﾞﾘ 

クライアント 
ＰＣ 

サーバ 
ＥＷＳ／ＰＣ 

ＡＣＯＳ 

ＣＡＳＥＷＯＲＬＤ 
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■ミッションクリティカル 
  ・大規模基幹システム向け統合開発環境 
  ・設計・開発・作業の標準化を推進、高信頼システム開発基盤 

■上流から下流までを一貫支援 
  ・システム化計画から保守までの一貫した統合開発環境 

■開発資産の統合一元管理（リポジトリ） 
  ・大規模資産および資産間の関係情報をリポジトリで一元管理 

■日本語設計書ベースの開発 
  ・設計書の電子化 
  ・設計書からのプログラム自動生成 

■データ中心型設計（STEPSⅡ） 
  ・データ中心型設計技法とウォーターフォール型開発技法の長所を取り入れた 
   開発方法論に準拠   

CASEWORLDの製品コンセプト 
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AP 

ＩＤＳＰ 

 対話型ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ ｴﾝﾃｨﾃｨ関係図 
用語 

機能階層図 

機能情報関連図 

業務ﾌﾛｰ図 

計算機処理ﾌﾛｰ図 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ網図 

ﾊﾟﾀｰﾝ 

ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽﾌｧｲﾙ 
帳票 

画面 

文書 

目次 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ仕様 DOﾁｬｰﾄ 

入出力定義 
手続き定義 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

ﾌｧｲﾙ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ関連図表 

ﾌｧｲﾙ一覧 

表一覧 

分析 概要設計 詳細設計 製造 テスト 運用・保守 

業務分析支援 概要設計支援 詳細設計支援 テスト支援 プロダクト管理支援 

情報分析 機能分析 システム設計 
用語 
設計 

ﾌｧｲﾙ/DB 
設計 

画面 
設計 

帳票 
設計 

共通領域 
設計 

部品 
設計 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 
設計 

生成 
(ｺﾝﾊﾟｲﾙ) 

リポジトリ（仕様、用語、オブジェクト、プロダクト情報） 

ホスト 

クライアント 

上流から下流までの一貫支援システム 
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業
務
ア
プ
リ
の
パ
タ
ー
ン 

分
類 

２つのﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝの 

照合、ﾏｰｼﾞ処理等 
伝票によるﾏｽﾀ更
新と伝票消込み等 

制御切れ検出に 

よる集計処理等 

生
成 

ﾌｧｲﾙOPEN/CLOSE、入力ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ順読み出しﾙｰﾌﾟ、照合処理、 
初期化/EOD処理、制御切れ処理、ｺﾐｯﾄﾒﾝﾄ制御、ｴﾗｰ時処理。。。 

業務固有部 

業務固有部 

業務非依存部 
（パターン） 

▌多数のアプリケーションを分析した結果、業務処理に依存しないパターン
が存在することを確認。その部分をコンパイラが自動生成する機能を持つ
第四世代言語（IDLⅡ）を開発 

順照合 マスタ更新 集計 

第四世代言語 ＩＤＬⅡ 
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業務処理のパターン （ＡＣＯＳ標準パターン） 

分類 ID パターン機能 

抽出系 A 分配／抽出 

B 重複チェック 

照合系 C 順アクセス照合 

D 乱アクセス照合 

更新系 E 更新照合 

F 順アクセス更新 

G 乱アクセス更新 

L ファイル内更新 

分析系 I 集計表作成 

J ページ単位集計表作成 

K マトリックス表作成 

H 検索 

(A) (B) (C) (D) 

(E) (F) (G) (L) 

(I) (J) (K) (H) 



Page 7 © NEC Corporation 2014 

   
方
法
論    

      
ツ 

 Ｉ 

ル    

システム開発方法論ＳＴＥＰＳⅡ 

ソフトウェア品質保証プログラム（ＳＱＡＰ）／ソフトウェア品質計測・保証技術（ＳＱＭＡＴ） 

 システム計画策定法 

   ＰＲＯＭＯＴＩＯＮ 

技法 
 業務システム構造 
 分析技術（ＰＲＯＳＴ） 

開発 
標準 

ＳＴＥＰＳⅡ作業標準（プロジェクト管理・システム開発、標準化） 

統合開発環境 ＣＡＳＥＷＯＲＬＤ 

業務分析支援 概要設計支援 詳細設計支援 

業務知識ベース構築支援 リエンジニアリング支援 

プロジェクト管理支援 

運用・保守 テスト＆移行 製造 システム詳細設計 システム概要設計 システム分析 システム化計画 

ＳＥＡ／Ｉ リポジトリ（仕様ライブラリ、情報資源管理ＩＲＤ） 

開発方法論 －ＳＴＥＰＳⅡ－ 
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◆GUI定義機能：  画面／帳票ﾋﾞｼﾞｭｱﾙﾚｲｱｳﾄ  
◆業務記述能力：  COBOL中核機能＋ｵｰﾌﾟﾝ系特有機能 
◆部品化機能：   DLL/SL生成機能、ﾏｸﾛ、画面部品 
◆大規模開発支援：  用語辞書、版・構成管理、関係管理 
◆ﾄﾞｷｭﾒﾝﾄ作成支援：  仕様書自動生成、ﾄﾞｷｭﾒﾝﾄ一元管理 
◆ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ作成支援： CORBAｲﾝﾀﾌｪｰｽ生成、ActiveX生成、 
                 ﾐドﾙｳｪｱｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ 
◆Web開発支援：  HTML操作ﾗｲﾌﾞﾗﾘ、ｼﾝｸﾗｲｱﾝﾄ・ﾏｲｸﾞﾚｰｼｮﾝ 
◆他ツール連携：  Ｒａｔｉｏｎａｌ、Ｅｒｗｉｎ、Ｘｕｐｐｅｒ、Ｐｕｒｉｆｙ 

オープンシステムの時代 

▌ オールインワン型ＣＡＳＥのコンセプトを継承しつつ、メジャーなオープン製
品と連携を強化 

Windows 

SQL 
RDBMS 

OLTP 
(Ｔｕｘｅｄｏ  etc.) UNIX 

Windows 

高移植性・拡張性を提供するマルチプラットフォーム 
◆OS： Windows95/98/2000/NT、UX/4800、HP-UX、Linux 
◆DB： Oracle、Informix、SQL Server 
◆ﾐﾄﾞﾙｳｪｱ： WebOTX、Tuxedo、DCOM/MTS、ACOS/OLF 
◆ﾌﾟﾘﾝﾀ： PSﾌﾟﾘﾝﾀ、NPDLﾌﾟﾘﾝﾀ、Windows接続ﾌﾟﾘﾝﾀ（GDI/IF）  

【生産性向上】 
既存ソースコードの流用 
雛形コードの横展開→フレームワーク 
部品化、マクロ化→コンポーネント 
第四世代言語→インタプリタ言語 
ノウハウＤＢ→Ｗｅｂによる情報共有 
テスト自動化 

【保守性向上】 
標準化（開発方法論） 
ソース・仕様書一致管理→ﾄﾞｷｭﾒﾝﾄ生成 
用語辞書 
版管理・構成管理 
関係管理→モデリング 

ＨｏｌｏｎＥｎｔｅｒｐｒｉｓｅ 
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■上流から下流までを一貫支援 
  ・システム化計画から保守までの一貫した統合開発環境 

■プラットフォームフリー 
  ・Windows,UNIXなどのプラットフォームに依存しない開発／実行環境のサポート 
  ・データベース，ミドルウェアに依存しない開発／実行環境のサポート 

■コンポーネント開発 
  ・ビジネスルールに基づくActiveX、CORBAコンポーネントの開発を支援 

■ビジネスルールベース設計（SDUP） 
  ・ビジネスルールに着目したRAD型の開発方法論に準拠   

HolonEnterpriseの製品コンセプト 

■ハイスケーラビリティ／ミッションクリティカル 
  ・全社基幹システムから部門システムまでの開発をカバー 
  ・設計・開発・作業の標準化を推進、高性能・高信頼性システム開発をサポート   
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仕様書 

業務テンプレート集     
（HolonEnterprise版） 

業務処理   
  テンプレート  
（ＴＵＸＥＤＯ版） 

（OpenDIOSA版）  

業務部品 

実装部品 

業務テンプレート集 （ＶＢ版） 

（Ｃ版） 
（ＰｏｗｅｒＢｕｉｌｄｅｒ版） 

ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄﾍﾞｰｽ 
 ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ 

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ       
  ﾌﾚｰﾑﾜｰｸ  

分散ﾐﾄﾞﾙｳｪｱ 

ﾊｰﾄﾞｳｪｱ/OS（NT、ＵNIX） 

変化に柔軟なアプリケーション構造 

再利用 
適応性 

ｽｹｰﾗﾌﾞﾙ 
可用性 

ｵｰﾌﾟﾝ 
ﾛﾊﾞｽﾄ 

業種別           
ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ 

業務オブジェクト 

業務ルール 

業務ルール 

… 

BrainMethod 

展開資料 

作業規定書 

ﾌｫｰﾑｼｰﾄ集 

開発規約集 

•詳細手
順書 

•ノウハ
ウ集 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ管理
要領 

開発手順書 

開発環境 ・HolonEnterprise 
・各種自動生成ﾂｰﾙ 

 （ﾊﾞｯﾁAP、DBｱｸｾｽ…） 

オープン系開発標準 －フレームワーク、コンポーネント、業務ルールー 
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オブジェクト指向開発への取り組み 

従来の考え方, 
やり方では 
壁が高すぎる 

構造化手法 
データ中心型 
開発(DOA) 

オブジェクト   
指向開発   

従来のやり方 
でも何とか 
次のステップには 
行けそうだ 

BrainMethodのアプローチ 
「DOA+ビジネスルール」に よる開発 
•TopDown&BottomUp 
•［業務データ＋ビジネスルール］の
カプセル化で独立性を確保 
・分析~製造までのコンポーネント 

SystemDirecor/UnifiedProcess  
オブジェクト指向開発 

継承,多相性等を駆使し抽象度を高度化 

技術者不足、スキル不足、
経験不足… 
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① 業務ＡＰ開発者が業務要件の実現に専念できる 
 …未知のＩＴ基盤技術の習得を、フレームワーク整備担当者に特定し、業務ＡＰ開発者は 
   標準I/Fでの業務要件実現に専念できる 

② コンポーネントの修正をエンドユーザと協調してできる 
 …ビジネスルールは熟知しているエンドユーザが定義・変更し、 システム部門は実装に専念できる 

③ 変更箇所が特定なコンポーネントに局所化 、コンポーネントの組合せで新サービスが 

   速やかに提供できる 
 …業務データ毎の関連するビジネスルールが把握でき、修正や再利用が容易にできる 

ビジネスルールベース開発 

・ ビジネスオブジェクトをコンポーネント化して実装 

  ＝共通のインターフェースを持たせることで、再利用性ＵＰ 

・ ビジネスルールをユーザーに理解しやすい表現形式で定義 

  ＝要件定義と乖離しない成果物で保守性をＵＰ 

フレームワークベース開発 

・ 業務処理や制御処理、実装依存部分を標準化 

・ 複雑な制御処理や実装インタフェースを隠蔽化 

生産性・保守性・品質をUP 

データ中心型開発 

業務ルールベース開発方法論 －ＢｒａｉｎＭｅｔｈｏｄー 
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ビジネスルール設計 

エンティティライフサイクルの検証 

   エンティティの詳細定義 

データ項目の抽出 

データの標準化 

データグループの把握 
データの正規化 

論理データモデル図の作成 

ビジネスルール抽出 

ビジネスルール抽出 

ビジネスルール抽出 

ビジネスルール抽出 

ビジネスルール 
仕様書 

用語一覧 
 

エンティティ一覧 
 
 

ビジネス 
 オブジェクト 
 仕様書 

データ分析手順 

◆エンティティに対するビジネスルールを抽出 
 参照整合性制約 
  エンティティの外部キー値が、関連するエンティティ 
  の主キーの値として存在することを保証するルール 
  例：エンティティ「受注明細」の「受注番号」 

 多重度制約 
  エンティティ間の対応関係が1:N:Mの場合M・Nの最 
  小数・最大数を制限するルール 
  例：「受注」に対して「受注明細」は必ず1つ存在しな 
    ければならない 

◆属性に対するビジネスルールを抽出 
  初期値制約 
   アトリビュートの初期値を規定するルール 
   例：申込書に申込日が記入されていない場合 
     は申込書を受理した日付を申込日とする。 

  導出制約 
   アトリビュートの値を導出するルール 
   例：受注金額 = 受注単価 × 受注数量 
 

◆ドメインに対するビジネスルールを抽出 
  値域制約 
   ドメインを持つデータの値の範囲を規定する 
   ルール 
   例：月は1～12の整数でなければならない 

  初期値制約 
   ドメインを持つデータの初期値を規定する 
   ルール 
   例：年月日には本日の日付を設定する 

◆エンティティに対するビジネスルールを抽出 
 更新制約 
  更新時におけるデータの値によって、別のエンティ 
  ティの生成、更新、消滅を引き起こすルール 
  例：エンティティ「在庫」の在庫数が安全在庫数を 
    下回ったらエンティティ「発注」を登録する 

 処理順序制約 
  データの状態遷移規則（生成・参照・更新・削除 
  まで）を保証するルール 
  例：社員の退職10年経過後、社員情報を削除する 
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固有部＝業務固有部 

共通部＝業務共通部 

複雑な制御処理やインタフェースを隠蔽 

ﾌﾚｰﾑﾜｰｸ開発ﾌﾟﾛｾｽ 

業務階層図 
業務ﾌﾛｰ図 
機能仕様書 
画面仕様書 
帳票仕様書 

ｼｽﾃﾑｴﾝｼﾞﾆｱ 

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ 
毎の仕様 

ﾌﾚｰﾑﾜｰｸｴﾝｼﾞﾆｱ 

設計～構築 
ｿﾌﾄｳｪｱｱｰｷﾃｸﾁｬ 

共通部 

固有部 固有部 

適用手順 

適用支援 
ﾂｰﾙ 

共通部 

固有部 固有部 

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ開発ﾌﾟﾛｾｽ 

教育 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾏ 

固有部 

固有部 

ﾌﾚｰﾑﾜｰｸｴﾝｼﾞﾆｱ 

適用 

ﾚﾋﾞｭｰ 

強化 

保守 

アプリケーション 
開発者は可変部 
の作成に専念。 

固有部はビジネス 
オブジェクトにて構成 
（データ＋ルール） 

共通部は実装に左右 
されないプログラム 

パターンごとの枠組み 

アプリケーション 

サーバ開始処理 
     作業エリア確保／初期化 
      ＤＢコネクション設定 
      ★利用者開始処理 

業務処理 
       トランザクション開始 
       ★               ： 

       

       ★               ： 
        トランザクション終了 

サーバ終了処理 
       ★利用者終了処理 
        ＤＢディスコネクション 
        作業エリア開放 

★ビジネスルール （顧客チェック） 
★ビジネスルール （請求料金計算） 

フレームワーク 
( 共通部 ) 

ビジネスルール 
の引用（固有部 ) 

業務の処理骨格や制御処理を標準化    生産性、保守性、品質をＵＰ 

フレームワークベース開発 
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統合CASEアプローチでの課題 

▌生産性向上対策は成功したか？ 

既存システムの流用 

盛んに行われたがカスタマイズの手間で効果小 

AP雛型に基づく量産 

雛型自体にバグがあった場合悲惨なことに 

部品化、マクロ化 

日付処理など単純なものに限り効果あり 

ノウハウデータベース 

インセンティブ、鮮度維持のしくみがなく陳腐化 

技術者の自前志向のため普及せず 

第四世代言語 

ソフトハウス要員の募集に苦労 

 

▌保守性向上対策は成功したか？ 

標準化（命名規則、作業標準…） 

読解性の向上に貢献。守らせることが難しい 

仕様書管理 

システム改版が進む毎に実体と仕様書の不一
致が拡大 

データディクショナリ、リポジトリ 

しかけが大掛かりで一部システム以外普及せず 

開発方法論（ﾃﾞｰﾀ中心、ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ指向） 

要員育成に難。依然として構造化分析・設計が
主流  
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インターネットの時代 

▌アプリーケーションモデルと開発プロセスをコアとして、各種ツール・ジェネ
レータ・テンプレート・コンポーネントからなるオープンな開発環境を実現 

【生産性向上】 
フレームワーク→ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝﾓﾃﾞﾙ 

コンポーネント 

インタプリタ言語→Ｊａｖａ／Ｃ＃ 

Ｗｅｂによる情報共有 

テスト自動化 

ソースコード検査 

【保守性向上】 
標準化（開発方法論） 

ﾄﾞｷｭﾒﾝﾄ生成 

用語辞書 

版管理・構成管理 

モデリング→ﾋﾞｼﾞﾈｽﾌﾟﾛｾｽ・ﾓﾃﾞﾘﾝｸﾞ 
メトリクス検査 

要件定義 外部設計 内部設計 製造・単体Ｔ 結合Ｔ 

機能設計者 実装設計者 製造者 業務設計者 DB設計者 
機能/ 

実装設計者 

単体テスト 
(T401) 

製造・デバッグテスト 
(A401) 

単体テスト準備 
(T303) 

オンライン実装設計 
(A301/A302) 

論理/物理 
データモデル 
設計 
(D202/203) 

ソフトウェア機能設計 
(A207) 

単体テスト 
ツール 

結合テスト 
ツール 

カバレッジ 
ツール 

テストデータ 

ジェネレータ 

CDIﾂｰﾙ 

画面エディタ 機能 
 設計書 

データ 
モデリング 

プログラミング 
環境 

モジュール設計 
I/F設計 

※検討中 

画面遷移エディタ 

業務フロー 
整理  

(A107) 

システム機能分析 
(A201)他 

ビジネスプロセス 
モデリング 
ツール 

ＬＡＮ Ｉｎｔｅｒｎｅｔ 

Ｗｅｂ 

サーバ 

ＡＰ 

サーバ 

ＤＢ 

サーバ レガシー 

システム 

Ｓｙｅｔｅｍ Ｄｉｒｅｃｔｏｒ Ｅｎｔｅｒｐｒｉｓｅ 
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最新開発環境の動向 

(出展)日経システムズ2009年6月号「開発支援ツールの利用実態」 

Eclipse 
28.2% 

・全体の2/3を越える利用者がEclipseか 
Visual Studioで開発している 
・気に入った点 
  －利用する上で必要な情報を入手しやすい 
  －ソースコードを入力している途中で入力した 
     文字列を補完するなど効率化の機能がある 

・不満な点 
  －上流工程やGUI部分の開発効率支援のための 
     機能が少ない 
  －プラグインが多く、使いこなせない 
  －ハードウェア要求が高い 

 

高シェア製品の評価 

プログラミングだけではなく、前工程の 
設計フェーズ、後工程のテストフェーズも 
含めたALM（※）を強化した製品の販売、 
サポートによる収益拡大の動きが活発化 

Microsoft・・・VisualStudio2010を２０10年４月に発売。 
         コード分析や単体テストツールのみならず構成管理 
         や障害管理機能を提供している。 

富士通・・・Interstage Studio V9ではEclipseを採用し、 
             UML対応により、設計支援機能を提供 

日立・・・uCosminexusDeveloperではMyEclipseを同梱し、 
          自社製品と組み合わせている。これにより、設計から 
     コーディング、デバッグまでカバーしている。 

各社動向 
業界動向 

※ALM・・・Application Lifecycle Managementの略 

他社動向 

開発環境は単体機能から設計～テストのライフサイクル全般をカバーする方向へシフト 

51

54

67

164

225

0 50 100 150 200 250

PL/SQL Developer

SI Object Browser

Oracle JDeveloper

Visual Studio

Eclipse

使ってみたい開発ツール（プログラミング分野）
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開発環境に関するＮＥＣの取り組み 

・NECグループSI開発標準確立を目指し、散在していたFWを統一 

・2006年5月SystemDirector Enterpriseを出荷開始 
（社内向けには2005年11月より提供、2006年5月より一般外販を開始） 

・統合開発環境として要件定義～テストをカバーした各種ツール、 
 開発基盤を提供 

・Java版はEclipseに.NET版はVisual Studioをベースに、多くの 
  ユーザに慣れ親しんだGUI環境で開発できるように拡張機能をアドオン 

・NECのSIノウハウを結集した開発方法論を製品に加え、 
 競合他社よりも実践的な製品として短納期・高品質なシステム構築を実現 

・NECグループ社員による開発作業の際には無償で製品を提供 

・ITサービスBUの新規開発案件は、 
  特別な事情が無い限り、SDEを全面適用するガバナンス運用・適用支援 
  をシステム技術統括本部にて推進 
 →NECグループ内の急速な普及を目指す 

NECの取組み 

東北NES 

BEAM 

九州NES 

BEAM 

NECST 

OME 

北海道NES 

独自FW 

中部NES 

独自FW 

NECソフト 

NIS 

Orteus/Studio 

北陸NES 

Orteus/Studio 

North Land 

NEC 

WAtool Orteus/Studio 

OME BEAM 独自FW 

Xupper＋OME 

ノウハウを集約 

◇要員や技術ノウハウの効率的活用 

  開発環境の集約による集中化効果 
 

◇開発環境の先進技術対応の加速 

  開発環境の集約により対応効率化 

SystemDirector Enterpriseはユーザのニーズを使い慣れた操作性で提供 
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最新システム向けオープン言語と、大規模基幹システムで多数の実績を持つ
NEC製言語の開発環境をカバーする製品群とソリューションをご提供します 

SystemDirector製品体系 

CASEWORLD メインフレームのシステム開発に適した 
NEC製4GLベースの開発環境 

ソフトウェア開発環境・開発方法論(製品) 

SystemDirector Enterprise (SDE) 
スマートデバイス、最新オープンPFに対応する 
Java、C#ベースの開発環境 

COBOL 
あらゆるPFに対応する 
世界標準の業務開発言語環境 

HolonEnterprise 
C/Sシステム開発に適した 
NEC製4GLベースの開発環境 

モダナイゼーション 

開発ツール 
帳票やテスト支援など 
あらゆるPFに対応したデファクトツール群 

製品技術サポート 開発自動化 

NEW ソリューション 

品質エンジニアリング 

NEW 
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SystemDirector Enterprise 概要 

業務システム構築基盤 SDE はオープン開発言語に対応したインターネット・
クラウドシステムの構築を支援するソフトウェア開発環境です 

 開発環境 
 フレームワークとGUIベースのツール群を提供、

高度な技術をラッピングし高品質な開発を実現 
 設計情報を管理しコードを自動生成するジェネ

レータ機構により高生産性を実現 
 

     

 開発方法論 
 各種業界標準(SLCP2007やISO15408等)と整合した開

発方法論を提供 
 NECが長年培った技術やノウハウを概説書、手

順書、ドキュメントサンプル等の体系的なガイドと
して提供 

上流ツール 

画面遷移 
エディタ 

コンポーネント 
エディタ データ 

モデリング 

 
標準設計モデル 

/リポジトリ 

設計情報 実体 ＝ 

システム実体に対応した 
最新設計情報を管理。 

ビルド 

    セッション管理 認証管理 メニュー管理 

テンプレート テンプレート テンプレート テンプレート 

業務 
ロジック 

業務 
ロジック 

業務 
ロジック 

開発者が 
コーディング 

ジェネレータによる
自動生成 

開発者は業務ロジックの開発のみに 
集中することが可能 

共通機能は 
あらかじめ準備 

部品群 

業務 
ロジック 

業務 
ロジック 

ムダを排除し最大限効率化された開発プロセスを標準化 
オープン技術のメリットを享受しつつ、独自技術により革新的な高生産性、高品質を実現 

 対応プラットフォーム 
対応OS ： Linux、Windows、Android、iOS 他 
対応言語： Java、 C#、 C(※1)、PL/SQL(※1) 他 

※1：バッチシステムのみ 

メリット 
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Struts 

Flex 

AP層 DB層 

JDBC-DAO 

.NET Framework 

Silverlight 
オ
ン
ラ
イ
ン 

バ
ッ
チ
（※

２
） 

.NET WindowsForm 

.NET WebForm 

PR層 

Java 
モデル 

.NET 
モデル 

JPA 

EJB 

JSF2 Spring 

HTML5/JavaScript 

Java 
モデル(※2) 

Smart 
Device 
モデル 

C モデル 

Spring Batch(※1) myBATIS 

JDBC 
POJO 

Spring Batch 
(WebOTX Batch Server必須) 

※1 小規模簡易バッチAP開発向け 
※2 大・中規模高速バッチAP開発向け 
※3 NEC製フレームワーク 

SDE for C Batch Framework(※3) OCI 

SystemDirector Enterprise 

標準アプリケーションモデル 
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Eclipse / Visual Studio
オペレーションによる集約化

標準設計モデル標準設計モデル（リポジトリ）（リポジトリ）

要件定義 外部設計 内部設計 製造・単体T 結合Ｔ

ソースコードソースコード
機能詳細モデル機能詳細モデル機能モデル機能モデル業務フローモデル業務フローモデル データモデルデータモデル

機能設計者 実装設計者 製造者業務設計者 DB設計者 機能/実装設計者

回帰テスト
ツール

回帰テスト
ツール

カバレッジ
ツール

カバレッジ
ツール

ビルド
ツール

ビルド
ツール

PR層/AP層

ジェネレータ

PR層/AP層

ジェネレータ

ビジネスプロセス
モデリング

ビジネスプロセス
モデリング

CDIﾂｰﾙCDIﾂｰﾙプログラミング
環境

プログラミング
環境

データ
モデリング

データ
モデリング

機能モデル
インポート

機能モデル
インポート

コンポーネント
エディタ

コンポーネント
エディタ

画面エディタ画面エディタ

画面遷移
エディタ

画面遷移
エディタ

機能設計書機能設計書
性能測定

・分析ツール

性能測定
・分析ツール

パフォーマンス
測定・負荷テスト

ツール

パフォーマンス
測定・負荷テスト

ツール

実行モジュール実行モジュール

テストデータ

生成支援

テストデータ

生成支援

Eclipse / Visual Studio
オペレーションによる集約化

標準設計モデル標準設計モデル（リポジトリ）（リポジトリ）

要件定義 外部設計 内部設計 製造・単体T 結合Ｔ

ソースコードソースコード
機能詳細モデル機能詳細モデル機能モデル機能モデル業務フローモデル業務フローモデル データモデルデータモデル

機能設計者 実装設計者 製造者業務設計者 DB設計者 機能/実装設計者

回帰テスト
ツール

回帰テスト
ツール

カバレッジ
ツール

カバレッジ
ツール

ビルド
ツール

ビルド
ツール

PR層/AP層

ジェネレータ

PR層/AP層

ジェネレータ

ビジネスプロセス
モデリング

ビジネスプロセス
モデリング

CDIﾂｰﾙCDIﾂｰﾙプログラミング
環境

プログラミング
環境

データ
モデリング

データ
モデリング

機能モデル
インポート

機能モデル
インポート

コンポーネント
エディタ

コンポーネント
エディタ

画面エディタ画面エディタ

画面遷移
エディタ

画面遷移
エディタ

機能設計書機能設計書
性能測定

・分析ツール

性能測定
・分析ツール

パフォーマンス
測定・負荷テスト

ツール

パフォーマンス
測定・負荷テスト

ツール

実行モジュール実行モジュール

テストデータ

生成支援

テストデータ

生成支援

Windows Android iOS 

開発方法論に沿った形で、要件定義～単体テスト工程までの各作業を効率化するための開発ツール、 
業界標準に対応した実装フレームワークにより、高品質なシステムの早期実現を支援します 

テンプレート 

業務AP 

開発ツール 実装フレームワーク 

ジェネレート機構により、実装の
自動化、設計情報と実装情報の

乖離を防止 

point 

２ 
上流から下流まで一貫した、 

各種ツール群により、 
上工程からの品質の作り込みを支援 

point 

１ 

生成 

高度な技術をラッピングする 
アーキテクチャおよびフレームワークにより、 

属人性を排除した、高品質なシステムを支援 

point 

３ 

業務AP 業務AP 

SDE スマートデバイスフレームワーク 

Webフレームワーク 

画面制御基盤 

マッシュアップ基盤 ネイティブ連携 

クライアント識別 オフライン対応 

汎用拡張I/F ログ出力 汎用MDM連携機能 

SystemDirector Enterprise for Smart Device 

スマートデバイス開発環境 
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▌主な機能と導入効果 

 ビジュアルなアプリケーション設計を可能と
し、簡単な操作でソースコードを自動生成 

 生成対象言語は、Java、Pro*C/C++、
PL/SQLをサポート 

1. バッチ系システム開発(SI)の生産性向上 

2. バッチAPの品質・実行性能の向上 

3. バッチAPの保守性の向上 
 

 フレームワークに依存しない柔軟な設計ができ、
PJ毎のフレームワークカスタマイズも可能 

 Javaバッチに特化した高速DB/ファイル処理
ライブラリを提供、JavaとCで同等の実行性能 

 Javaバッチ詳細/テスト仕様書を生成し、 

    ソースと仕様書の一貫性を維持 

 プロセス指向の処理方式を採用し現行資産
移行も容易 

 

---------------------------- 

商品コード､  商品名､･･     原価、･･･ 

---------------------------- 

A0012001  商品名ＡＢＣ   0800 ･･･    

A0012002  商品名ＤＥＦ   1100 ･･･  

       ･ 
       ･ 

SystemDirector Enterprise for Batch/Studio 設計エディタ 

起 
動 

内部(詳細)設計書 

単体テスト仕様書 
テストデータ 

LOOP 
    BEGIN 
        FETCH CurAlCur000 INTO stTinAlCur000; 
    END; 
    gBcFetchCount03 := gBcFetchCount03 + 1; 
    gBcFetchCount := gBcFetchCount03; 
    IF CurAlCur000%NOTFOUND THEN 
        EXIT; 
    END IF; 
    BEGIN 
        INSERT INTO 人気商品表 ( 
            商品名称, 
            週間売上数 
        ･        ･ 

ソースコード 
生成対象言語 
 
 
 

PL/SQL 

Pro*C/C++ 

PL/pgSQL 

ECPG 

Java 

生成 

リンク ランタイムライブラリ 

生 
成 

SystemDirector Enterprise for Batch 

大規模Java／Cバッチ開発環境 

バッチ系システム構築における開発方法論、開発基盤、サポートサービスを体系化し、各開発工程間の作
業をシームレスに連携したバッチ系SI統合開発環境です。 
過去10年以上に渡り、公共・製造・流通系のお客様のSI案件で適用されており、大規模案件の事例が多
数あります。 
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開発ツール 

総合帳票基盤 WebSAM SVF 

▌「SVF」１つで業種・業務を問わず、社内帳票から顧客向け帳票まで設計可能 

▌要件に応じて複数の製品を使い分ける必要がなく、開発コスト削減を実現 

 

電子帳票連携製品 
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開発ツール 

統合帳票運用支援ソフトウェア WebSAM Rakuform 

 

 
「WebSAM Rakuform」 は、企業における帳票印刷システムの構築から

運用までをカバーする、「統合帳票運用支援ソフトウェア」です。 

○○○伝票 

製品名 金額 

ＣＣＣ 

ＡＡＡ 

ＢＢＢ 

¥230 

¥420 

¥170 

帳票設計 

業務アプリケーション 

印刷要求 
CSV 

ファイル 

○○○伝票 

製品名 金額 

帳票 
フォーム 

印刷管理 帳票印刷 

電子帳票 

○○○伝票 

製品名 金額 

ＣＣＣ 

ＡＡＡ 

ＢＢＢ 

¥230 

¥420 

¥170 

PDF 
ファイル 

バッチ印刷・運用管理 オンライン印刷 クライアント・サーバ印刷 

プリンタ出力 

PDF PDF PDF 
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開発ツール 

大量データ高速ソート・マージユーティリティ SORTKIT 

大量データを高速処理するためのソート／マージ専用 
ユーティリティ。多様なデータフォーマットやレコードフォー
マットに対応し、大量データを処理するバッチ処理や業務
アプリケーションのソート処理を高速化。 

＜製品概要＞ 

＜導入効果と機能＞ 

イメージ図 

ｺﾏﾝﾄﾞ 

GUI画面 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
ﾌｧｲﾙ 

展開 保存 

利用者 
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

ﾕｰｻﾞｲﾝﾀﾌｪｰｽ 

ソート／マージ処理 
オプション処理 

入力ファイル 

ﾚｺｰﾄﾞ処理 

出力ファイル 

ﾚｺｰﾄﾞ処理 

利用者 
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

ﾚｺｰﾄﾞ受け渡し 

利用者 
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

ﾚｺｰﾄﾞ受け取り 

SORTKIT 

Windows sort コマンドとの比較 UNIX sort コマンドとの比較 

ファイルサイズ（MB） 

0 

400 

800 

1200 

1600 

0 200 1000 

269 

83 

25 

1365 

516 

131 

  2.6倍 

  3.9倍 

sort ｺﾏﾝﾄﾞ 

SORTKIT 

SORTKIT/
Enterprise 

22 

45 

89 

1 

3 6 

0 

40 

80 

40 80 

ファイルサイズ(MB) 

  15倍 
ソ
ー
ト
処
理
時
間
（秒
） 

sort ｺﾏﾝﾄﾞ 

SORTKIT 

20 0 

●大量データの処理に適した高速ソートアルゴリズムの 
 採用によるソ－ト処理時間を短縮。 

 
●既存のバッチプログラムや業務アプリケーションと連携 
 し、大量データ処理の高速化を実現 
 ・充実したインタフェースで各種の実行形態に対応。 
  -バッチコマンドによるバッチ処理 
  -GUIによる対話的なオプション設定や実行 
  -NEC COBOLの整列併合機能との連携 
  -C言語で作成されたアプリケーションからAPIとして利用 
  -MS Visual BasicなどのアプリケーションからActiveX 
   コントロールを利用 
 ・ビジネス用途に必要な各ファイルタイプをサポート。 
  -テキストファイル（可変長レコード・可変長フィールド形式） 
  -NEC COBOL形式、MicroFocusCOBOL形式 
  -NEC版C-ISAM形式、IFASPRO 形式、RAF 形式 
 ・ビジネス業務に適した各データタイプをサポート。 
  -ASCII／1バイトJIS 
  -EBCDIC／EBCDICカタカナ 
  -漢字コード（シフトJIS／JIPS／EUC／UCS-2） 
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①ＡＰとマクロ定義を分離→ＡＰのマクロ参照でマクロ定義を引用しマクロ展開 

②プログラミング言語非依存→様々なプログラミング言語で活用可能 

③強力なマクロプログラミング機能で複雑なルールによるソース生成にも対応 

【ＧＭＰの特徴】 

開発ツール 

汎用マクロプロセッサ ＧＭＰ 
▌言語に依存しない強力なマクロ定義・参照機能によって、ＡＰの開発品質・生産性、

保守性を高め、コスト削減に効果を発揮します 

マクロ定義 

開発・保守 
対象ソース 

（マクロ参照利用） 

コンパイル 
対象ソース 
（マクロ展開済） 

汎用マクロプロセッサ 
ＧＭＰ 

コンパイラ 
（COBOL,C,Java,…） 

オブジェクト 
プログラム 

開発者 
保守担当者 

設計者 

マクロ仕様ドキュメント 
１ 

２ ３ 

マクロを設計し、マクロ定義を登録 

マクロを利用したプログラミング マクロ参照のソース生成（マクロ展開） 

登録 

利用 
参照 

マクロ定義 雛形ソースとカスタマイズ規則、生成規則をプログラミング 

マクロ参照 雛形ソースに対するカスタマイズ/生成パラメータを伴うマク
ロ呼び出しをＡＰソースプログラムに記述 

マクロ展開 マクロ定義にカスタマイズ/生成パラメータを適用してカスタ
マイズされた雛形ソース等を生成 

雛形ソースの自動カスタマイズ、ルールに基づくソース生成等によって
コーディング量を大幅に削減し、生産性を向上 

開発生産性向上 

コーディング量削減による品質低下機会の低減に加えて、具体的な処理
内容のブラックボックス化でスキル不足による品質低下等を抑止 

ＯＳ等のＩ／Ｆ、他プログラムＩ／Ｆの隠ぺいにより、ＡＰソースの他への依
存性を低減し、Ｉ／Ｆ変更をマクロ定義に限定することで保守性を向上 

開発品質向上 

保守性向上 

・・・ 

¥Ｍ１ Y1,Y2; 

・・・ 

・・・ 
/*¥Ｍ１ Y1,Y2*/; 
X=Lookup(Y1;); 
Y=Read(X,Y2;); 
・・・ 

マクロ展開 

ソース 

←マクロ参照 

【ＧＭＰ利用により期待される効果】 

メインフレームの生産性、品質、保守性を 
支えたマクロ機能をオープン環境でも提供 

Ｃ言語のマクロ機能を凌ぐ強力なマクロ機能により 
ＡＰの生産性、品質、保守性の改善に効果を発揮 

¥DEF M1（・・・）； 
・・・ 
¥END; 

マクロ定義 
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開発ツール 

OpenMeisterEnterprise 

▌ 業務アプリケーションを開発するためのテンプレートベースの開発フ
レームワークです。「コスト削減」 「期間短縮」 「技術的リスク低減」 
を実現します 

 
JavaEEを利用したEF版と、.NET Frameworkを 
利用した.NET版を提供 

品質の良い業務アプリケーション開発に必要な 
「システム基盤(フレームワーク)」と 
「開発ガイド(開発標準・ドキュメント群)」を提供 

評価版貸出サービスにより、 
ご購入前の事前評価が可能 

業種・業務を問わず、さまざまなユーザやプロジェクトでの豊富な利用実績 
  

お客様の主な業種：医療機器メーカー、飲料メーカー、官庁・公共団体、金属メーカー、金融機関、娯楽サービス会社、
自動車メーカー、自動車部品メーカー、商社、食品メーカー、スポーツ用品メーカー、製薬会社、ディスプレイメーカー、
鉄道会社、電力会社、物流会社など(1000プロジェクト以上の利用実績) 

OpenMeisterEnterprise/EF システム基盤の構成例 

 

OpenMeisterEnterprise.NET 2005 システム基盤の構成例 
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高速データ加工技術を核としたバッチ処理高速化製品 
データベースチューニングでは到達不可能な高速性を実現 

インメモリ技術 

アプリケーション 

CSV 
BST,BSD 

gzip 

CSV 
BST,BSD 

gzip 

突合 

分配 

加工 

高速データ加工技術 

Ｃ 

入力 出力 

集計 

DataBooster 

＋ 
ＡＰＩ Ｊａｖａ ＳＱＬ 

DataBoosterはリレーショナルデータベースが苦手とする処理が得意です 
  グルーピング処理(集計) 
  ジョイン処理(結合) 
  ソート処理(並び替え) 
  一括更新(コード洗替処理) などで高速処理を実現します 

大量データの 

従来RDB 
(メモリ展開後) 

DataBooster 

59分3秒 

SELECT  商品, SUM(売上) 
FROM     売上ﾏｽﾀ a, 取引明細表 b 
WHERE    a.商品ID = b.商品ID 
     AND   日付 >= '20070101' 
GROUP BY 商品 
ORDER BY  2 DESC 

商品ﾏｽﾀ:1万件、取引明細表: 
2億件をジョインし、商品で集計 

【測定条件】 
 CPU: Intel Xeon MP 3.66GHz*4 
  メモリ：24GB 

※SQL 
40倍高速 

88秒 

インメモリ技術による高速性の一例 

速 

遅 

カラムストア技術 

インメモリ高速データ処理エンジン 

InfoFrame DataBooster 
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ソフトウェア・ファクトリの狙い 

マネジメント力向上 
リアルタイム性と 
データ精度向上 

自動化 
エンジニアリング技術・ 
ツールを全てに適用 

               集約 

標準化 
開発プロセス、開発方法論、

ツールの一元化 

再利用 
設計情報、設計ノウハウ等

の展開、検索性向上 

検証 

ビルド 

要件定義 外部設計 内部設計 製造 テスト 

経営幹部・ 
管理者 

テスト 

・・・ 

管理データ連携 

・・・ 

多
角
的
管
理
情
報 

ＮＥＣグループ内にクラウドサービスとして提供 

標準開発プロセス 
の徹底 

情報共有 

ツール・資産・開発管理技術標準類・ 
テンプレート類をセンターにて集中管理 

プロジェクト管理基盤 

エンジニアリング基盤 

プロジェクト管理の精度
向上 

標準エンジニアリング 
ツールの自動適用 

ソフトウェア・ファクトリ 
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ソフトウェア・ファクトリの機能構成 

*1. ＳＤＥ：SystemDirector Enterprise 

管理ツール・セット 

プロジェクト 

管理基盤 

開発ツール・チェーン、 

開発支援ツール・セット 

エンジニア 

リング基盤 

コミュニケーション・ツールセット 

コミュニケー 

ション基盤 

セキュリティ管理、運用管理、 

プラットフォーム 

運用管理基盤 

バーチャルＰＣサービス 

・・・ 

ブラウザから直接入力 

Microsoft Project 

Microsoft 
Visual Studio 

Eclipse 

ブラウザ 

ＵＣシステム（会議、レビュー、インシデント対応等） 

クラウドＳＤＥ*1サービス 

GISPとの連携 

アクティビティ 
管理 構成管理 

指標管理 

コード検証 

ビルド・テスト 
ジョブ管理 

評価・審査のための情報閲覧 

ＥＶＭ推移 費用推移 品質推移 

日々の管理・各種審査のための情報管理 

・・・ 

センターサービス 

ブラウザ 申請 認証 
バック 
アップ 

社内クラウド上 

に実装 
（強固なセキュリティ 

ディレクトリ管理） ・・・ 

基本セットサービス ビルド・ 

テスト環境 

よく使われる    
プラットフォーム 

よく使われる    
ミドルウェア ジェネレータ 

・・・ 

ExcelベースのＰＪ管理ツール 

その他独自ＰＪ管理ツール 

多様な入力方法 

日程 ・・・ 進捗 工数 課題 品質 規模 費用 

DITAサービス 
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ソフトウェア・ファクトリのメリット・効果 

立場 区分 メリット・効果 

経営視点 

コスト 開発投資全体（設備費、教育費など）の最適化実現 

統制 指示・施策の展開、徹底が可能 

リスク管理 
社会的要請へ対応の容易化（電力節約、ＣＯ２排出量規制など） 

ＢＣ／ＤＲ対策が可能 

ＨＲ関連 
属人性からの脱却 

人材流動性向上 

実務者視点 

コスト 

商用開発ツールの安価な活用を含む開発環境が入手可能 

開発標準の整備が不要（方法論、アプリケーションフレームワーク） 

開発付帯業務（購入、導入、教育、バックアップなど） 

一時的な設備に関わるコストが不要 

スピード 選定（ＨＷ、ＳＷ）、納品までのリードタイム、設置・インストールが不要 

見える化 現物管理による正確な状況把握が可能 

リスク管理 セキュリティ問題、データ紛失などを委託可能 
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2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017

ＮＥＣグループ内への展開状況 

▌既に社内のＳＩ／ＳＷ開発の主要な開発環境として定着（２００９年度
より適用を開始） 

▌ 参加可能な開発者全てがソフトウェアファクトリを利用することが目標 
 ⇒２０１５年度末に、３万人の利用を目指す 

10,000 

0 

20,000 

30,000 

40,000 

50,000 

（年度） 

利
用
者
数 

（人
） 

３0,000人 

18,000人 

7,500人 

２０１３年度末 

２万人２千人突破 
国内最大規模の開発環境 

1,600人 
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お問い合わせ先 

SystemDirectorでは業務システム開発環境に関する 
様々なご質問やご相談にお応えします 
例えば・・・ 
 
再構築を検討中のお客様に何を提案したら良いか 
業務アプリケーションの開発や保守を効率化するにはどうしたら良いか 
既存資産をどう活用したら良いか 
                            などお気軽にご相談ください 

ご購入前のお問い合わせ 
  NEC システムソフトウェア事業部 SystemDirector ご相談窓口 

Web  http://jpn.nec.com/SystemDirector/contact.html 

本書に記載されている会社名、製品名は、各社の登録商標または商標です。 

http://jpn.nec.com/SystemDirector/contact.html
http://jpn.nec.com/SystemDirector/contact.html
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未来に向かい、人が生きる、豊かに生きるために欠かせないもの。 

それは「安全」「安心」「効率」「公平」という価値が実現された社会です。 

 

NECは、ネットワーク技術とコンピューティング技術をあわせ持つ類のないインテグレーターとして 

リーダーシップを発揮し、卓越した技術とさまざまな知見やアイデアを融合することで、 

世界の国々や地域の人々と協奏しながら、 

明るく希望に満ちた暮らしと社会を実現し、未来につなげていきます。 
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